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愛称である
「すずかけ」の実です。

特集
関東大震災から100年
もう一度防災について
見直してみよう
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Profile
日テレ・東京ヴェルディベレーザ所属。ポジションはディフェン
ダー。平成23（2011）年、なでしこジャパンで日本サッカー界初の
W杯優勝。令和3（2021）年に長男を出産後、現役復帰を果たした。
現在、日本初の女子プロサッカーリーグ・WEリーグで活躍中。

と
試
合
時
に「
女
か
よ
」み
た
い

な
こ
と
を
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
は
プ

レ
ー
で
見
返
し
て
い
ま
し
た

ね
。
上
手
く
な
り
た
い
、
勝
ち

た
い
と
い
う
思
い
が
出
て
き
た

の
も
そ
の
頃
で
し
た
。
中
学
校

で
女
子
が
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
ら

れ
る
環
境
は
少
な
く
、
小
学
校

で
や
め
て
し
ま
う
女
子
が
ほ
と

ん
ど
。
私
も
中
学
校
で
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
に
入
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
小
学
校
６
年
生
に

岩清水 梓 さん
サッカー選手
巻頭インタビュー

な
っ
た
頃
、
父
に
連
れ
ら
れ
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
の
入
団
試
験
を
受

け
ま
し
た
。
運
良
く
受
か
っ
た

の
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を

好
き
な
女
子
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
環
境
が
も
っ
と
増
え
れ

ば
い
い
の
に
な
と
思
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入
り
驚
い

た
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
上
手
い

女
子
が
こ
ん
な
に
も
い
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
。
悔
し
く
て
や
め

た
く
な
る
瞬
間
も
あ
り
ま
し
た

サ
ッ
カ
ー
で
の
ご
活
躍
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
小
学
校
１
年
生
の
頃
、
友
達

が
サ
ッ
カ
ー
の
少
年
団
に
入
る

と
い
う
の
で
、一
緒
に
つ
い
て

行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し

た
。
チ
ー
ム
に
は
女
子
が
３
人

い
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
続
け

た
の
は
自
分
だ
け
。
サ
ッ
カ
ー

は
遊
び
の
延
長
だ
っ
た
の
で
、

た
だ
た
だ
楽
し
か
っ
た
で
す
。

小
学
校
３
年
生
く
ら
い
に
な
る

Azusa Iwashimizu
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そ
れ
ほ
ど
個
人
差
が
大
き
く
、

す
べ
て
手
探
り
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
だ
っ
た
の
で
、産
後
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
始
ま
り
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で…

難
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
も

大
変
な
こ
と
の
連
続
。
生
活
が

一
変
し
ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト

と
し
て
睡
眠
の
質
に
は
こ
だ

わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
と
て

も
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
く
て
。

夜
中
、
少
し
子
ど
も
が
咳
き
込

ん
だ
だ
け
で
も
パ
ッ
と
目
が
覚

め
る
ん
で
す
よ
。
何
事
も
子
ど

も
が
一
番
、
自
分
が
二
番
。
そ

の
中
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

は
、
難
し
い
で
す
が
楽
し
く
も

あ
り
、
充
実
し
て
い
ま
す
。い

ろ
い
ろ
な
面
で
強
く
、
そ
し
て

子
育
て
も
、サ
ッ
カ
ー
も
、
挑
戦
の
連
続

そ
れ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
で
す

が
、
父
に「
簡
単
に
や
め
る
な
」

と
言
わ
れ
、
頑
張
り
続
け
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で

来
れ
て
い
ま
す
。
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
で
日
本
代
表
と
し
て

初
の
Ｗ
杯
優
勝
と
い
う
結
果
を

出
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
女

子
サ
ッ
カ
ー
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
大
き
な
出
来

事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
年
、

日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
初
の
プ
ロ

リ
ー
グ
が
始
動
し
ま
し
た
。プ

ロ
と
し
て
頑
張
る
熱
い
思
い
が

み
ん
な
の
プ
レ
ー
に
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
さ
ら
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

現
役
復
帰
と
子
育
て
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
今
ま

で
サ
ッ
カ
ー
一
筋
だ
っ
た
人
生

に
、
結
婚
・
妊
娠
と
い
う
新
た

な
局
面
が
訪
れ
ま
し
た
。「
引
退

の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
」と
思
い
な
が

ら
母
に
相
談
す
る
と
、「
出
産
後

も
復
帰
し
て
続
け
て
み
た
ら
？
」

と
言
わ
れ
、そ
の
手
も
あ
っ
た

か
と
現
役
継
続
の
道
を
考
え
始

め
ま
し
た
。ベ
テ
ラ
ン
に
な
り
、

新
し
い
刺
激
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、新

た
な
挑
戦
に
巡
り
合
え
た
気
持

この取材は令和５（2023）年５月31日に行いました。

ち
に
な
り
ま
し
た
。同
じ
時
期
、

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
女
子
プ

ロ
リ
ー
グ
の
立
ち
上
げ
に
際
し

て
、
多
様
性
や
女
性
の
活
躍
を

重
視
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高

ま
り
、
私
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
筆
頭
に
、
様
々
な
支
援
体
制

が
整
備
さ
れ
始
め
ま
し
た
。そ

こ
で
復
帰
へ
の
使
命
感
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
後
に
続
く
人
た

ち
が
同
じ
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
時
の
ひ
と
つ
の
指
標
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
で
も
、い
ざ
や
っ
て
み
た
ら

や
は
り
簡
単
で
は
な
く
て
。
翌

年
に
妊
娠
さ
れ
た
他
チ
ー
ム
の

選
手
は
、
産
ま
れ
る
一
週
間
前

ま
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
っ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
私
は
産
前
産

後
、全
く
動
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

柔
軟
に
な
り
、
今
ま
で
よ
り
さ

ら
に
頭
の
切
替
が
上
手
に
な
り

ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ

た
瞬
間
に
選
手
ス
イ
ッ
チ
が
入

り
、
練
習
に
集
中
。
練
習
が
終

わ
れ
ば
、マ
マ
ス
イ
ッ
チ
が
入

る
。
サ
ッ
カ
ー
で
落
ち
込
ん
で

い
て
も
、
子
ど
も
と
い
る
と
そ

れ
を
忘
れ
る
く
ら
い
忙
し
く

て
、
笑
わ
せ
て
く
れ
て
。
子
ど

も
の
お
か
げ
で
サ
ッ
カ
ー
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
一
段
と
高
ま

り
ま
し
た
。
子
ど
も
を
抱
っ
こ

し
て
選
手
入
場
す
る
と
い
う
目

標
を
達
成
し
た
今
、
次
は
子
ど

も
の
記
憶
に
残
る
く
ら
い
ま
で

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
目
標

に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。
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　1923（大正12）年9月1日に発生した関東大震災から今年で100年になります。
近年、地震、大型台風、ゲリラ豪雨等が世界的に多発し、自然災害の危険性が高まっています。
墨田区は、地理的条件からみて、地震・水害・火災などに弱いと言われています。
関東大震災100年をきっかけに、いざという時に命を守る行動がとれるよう、
私達ひとりひとりの防災行動を、今一度確認してみませんか。

防災ミニクイズ　

避難行動

地震でも水害でも、
避難する場所は同じ
である。
○か、×か？

災害時どこに行けば
いいのか分からない
ので、とりあえず墨田
区役所へ避難する。
○か、×か？

どんな災害も区からの
指示を待って行動する。
○か、×か？

日頃利用している食
料品や医薬品、生活
必需品を多めに用意
しておく。
○か、×か？

Q1

Q2
Q4

Q3 Q5

特集

災防もう一 度 　 　 　 　 に つ い て

見 直して み よう

トイレに困った時にあると
便利なものは、次のうちどれ？ 

知っているようで意外と知らない、防災にまつわるアレコレをクイズにしてみました。

※クイズの答えは５ページ下にあります。

大 規 模 水 害 の 時 の 避 難 先

墨田区水害
ハザード
マップ

江東5区（墨田区、
江東区、足立区、
葛飾区、江戸川区）
外の浸水しない地
域にある親戚・友
人宅、ホテル、勤
務先などへ避難

自宅に浸水や流失、
倒壊等のおそれが
なく、食料品など
に十分な備えがあ
る時は、自宅のな
るべく高いところに
移動してとどまる

区内の浸水し
ない地域にあ
る親戚・友人
宅、勤務先な
どへ避難

区が開設する
水害時避難場
所へ避難

区役所５階 防災課・
各出張所で配布しています

チェック

新聞紙

ポリ袋や段ボール

紙おむつ

ペットシーツ
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　台風や大雨などの水害は事前に予測することができ、前もって準備することができます。参考例を作ってみました。
「自分の命は自分で守る」という意識でマイ・タイムラインをぜひ作ってみてください。

地 震 の 時 の 避 難 行 動

● 落ち着いて行動し、周囲へ大声で声掛けをする。「身を守れ！」など。

● 身を守る行動をとる。（乳幼児を守る。身近にあるもので頭などを守る。倒れそうな家具などから離れる。）

● 揺れがおさまったら火の始末をし、出口を確保する。

避難が必要な時の集合場所であるとともに近隣の災害情報
や火災の状況、救出救護の必要性を把握するための情報拠
点となる。町会・自治会ごとに定められている。

鎮火したが、自宅が被災し生活できない

鎮火し、
自宅が安全

自 宅 に 戻 る

自宅が被災し
生活ができない

自宅が安全

集団で避難

避難

自分や家族の身の安全を守る行動

避難
完了

避難
完了

火災が広がり身の安全が確保できないと判断される場合に避難する場所。
火災が縮小、鎮火するまで避難を続ける。

避難場所

延焼火災なし 延焼火災が発生

大 地 震 発 生

ハザードマッ
プ（詳細は P4
の二次元コー
ドから）で自
宅の洪水時の
浸水深や避難
先等を確認し
ておく。

テレビやラ
ジオ等で
気象情報
をこまめに
チェック。

区外の親戚の家へ
避難することを決
めたAさんの場合

自宅マンション９階
で在宅避難を決め
たBさんの場合

一時集合場所
ときいっ

ブレーカーを
落とすのをわすれずに！

指定避難所

倒壊や火災により、自宅に戻ることができない場合の一時的
な生活拠点。被害状況に応じて開設される。

　災害により避難する場所は違います。事前に確認をして、落ち着いた行動ができるようにしておきましょう。

墨田区
防災マップ

■  親戚に
 連絡。

■計画運休より前に
 親戚宅に出発。

■ ペットホテルに
 ペットを預ける。

■ 日常備蓄を
 確認し足り
 ない物を買
 い足す。

■ベランダにある
 飛びそうな物を
 家の中へ入れる。

３日前 ２日前 24時間前 12時間前～直前 台風
最接近日頃から

大雨になるかも
荒川が氾濫するかも

タイムライン２例 この例の他、水害時避難場所に避難するケースなどご自身のマイ・タイムラインを作りましょう！

マ イ ・ タ イ ム ラ イン作って 安 心！私 の 行 動 計 画

区役所５階 防災課・
各出張所で配布しています

チェック

４ページのクイズの答え  ▶▶　Q1×　Q2 ×　Q3 ×　Q4 ○　Q5 全部○5



室内 美咲さん
むろ み うち  さき

無線指令室でのインタビュー

墨
田
区
で
想
定
し
て
い
る
災
害
、

ま
た
災
害
発
生
時
の
防
災
課
の
役

割
に
つ
い
て

　墨
田
区
で
は
洪
水
・
高
潮
に
よ

る
水
害
と
地
震
を
主
な
災
害
と
し

て
想
定
し
て
い
ま
す
。
災
害
発
生

時
に
は
、
防
災
課
在
籍
の
15
名
の

職
員
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
様
々

な
部
署
と
連
携
す
る
形
で
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
避
難

所
運
営
、
道
路
、
医
療
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
ご
と
に
仕
事
が
割
り

振
ら
れ
て
お
り
、
本
部
は
そ
こ
か

ら
上
が
っ
て
き
た
情
報
に
基
づ
い

て
ど
う
対
処
す
る
か
の
判
断
を
下

し
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
と
避
難
所
に
つ

い
て　避

難
所
を
開
設
す
る
よ
う
な
事

態
に
な
っ
た
場
合
、
町
会
・
自
治

会
の
方
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

平
時
か
ら
避
難
所
の
運
営
協
力
に

つ
い
て
の
会
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
荒
川
が
氾
濫
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
よ
う
な
水
害
の
場
合
は
、
震
災

時
に
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
る

場
所
で
も
利
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
、

事
前
に
、
浸
水
想
定
区
域
外
の
親

戚
宅
な
ど
頼
れ
る
所
に
避
難
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

避
難
訓
練
に
つ
い
て

　避
難
訓
練
は
、
町
会
・
自
治
会

や
学
校
な
ど
が
企
画
・
実
施
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
区
の
支

援
が
必
要
な
こ
と
が
あ
れ
ば
相

談
、
対
応
し
て
い
ま
す
。
区
と
し

て
は
11
月
に
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
防
災
課
だ
け
で

は
な
く
他
の
部
署
な
ど
も
参
加
し

て
、
避
難
所
設
営
の
初
動
の
動
き

を
実
際
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
警

察
・
消
防
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機

関
な
ど
も
参
加
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
連
携
し
た
総
合
訓
練
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

要
配
慮
者
サ
ポ
ー
ト
隊
に
つ
い
て

　
各
地
域
に
、
要
配
慮
者
に
対
す

る
避
難
の
事
前
準
備
、
避
難
時
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
の
組
織
を

結
成
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
の
つ
な
が
り
で
動

い
て
も
ら
え
れ
ば
、
お
互
い
に
安

心
し
て
居
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

準
備
と
心
構
え
に
つ
い
て

　
自
分
に
必
要
な
備
え
は
何
か
想

像
し
、食
料
や
飲
料
の
用
意（
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
が
お
す
す
め
）、

簡
易
ト
イ
レ
の
購
入
、
家
具
の
固

定
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
な

ど
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
備

え
を
し
て
お
い
て
欲
し
い
で
す
。

薬
や
お
む
つ
、ペ
ッ
ト
用
品
と
い
っ

た
特
別
に
必
要
な
物
は
、
日
頃
か

ら
多
め
に
準
備
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、す
み
だ
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
へ
の
登
録
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
区

役
所
の
サ
イ
ト
確
認
と
い
っ
た
複

数
の
情
報
収
集
手
段
を
確
保
、
考

慮
し
て
お
い
て
欲
し
い
で
す
。
気

象
情
報
の
ア
プ
リ
な
ど
を
入
れ
て

お
く
の
も
い
い
で
す
ね
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
え
な
い
方
の
場
合
、

停
電
し
て
い
な
け
れ
ば
、
テ
レ
ビ

の
デ
ー
タ
放
送
で
の
情
報
確
認
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防災課
インタビュー

墨田区

防災係

防災シンポジウムと防災展すみだ防災フェア

関東大震災から100年、
大規模災害への備えや
災害後の復興等の

防災情報をまなびませんか。

日時 令和5年9月2日
午後2時～午後4時

土

会場
すみだ生涯学習センター　
マスターホール

南部・北部の２会場で実施 詳細は区ホームページで
ご確認ください

防災
シンポジウム
（事前申込制）

防災展
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日頃の備えとして大切なこと

編集委員が実践してみました

おくすり手帳、チョコレート菓子、
消毒液、笛、ビニール袋、髪ゴム、
絆創膏、シャープペンシル、消し
ゴム、リップクリーム、ワセリン、
ティッシュ、ハンカチ、マスク 冷蔵庫に地震時

の避難先マグ
ネットを貼った

墨田区公式
ホームページ

すみだ安全・
安心メール

墨田区避難所
開設状況システム

墨田区危機管理
ツイッター

墨田区公式
フェイスブック

防災ポーチを作った

避難時用に
空気クッションを購入した

アルファ米を
食べてみた

墨田区水害
ハザードマップを読んだ

家具を
転倒防止棒で
固定した

アルミシートを購入した

ポーチの中身

災害に備えた
情報収集 ▶▶

地域での協力も大切！

日頃より地域でのコミュニケーションを図っておくこと。

● 家具類の転倒、落下、移動防止の対策をする。

● ガラス飛散防止フィルムを貼る。

● 寝室など身近な所に履物を用意しておく。

● 外出先での災害に備えて携帯する物を日頃か
ら考えて持ち歩く。

● 区外（江東 5 区以外）への避難。広域避難、
縁故避難などを考えておく。

● 在宅避難の場合は備蓄の確認・補充しておく。
（台風など接近上陸３日前までに）

● 明るいうちに早めの避難を心がける。　　　
（特に、乳幼児、高齢者などへの配慮）

● 食料、飲料水、日用品、衛生用品など日頃から多めに購入し、使った分を
買い足す「ローリングストック」で備蓄しておく。

● 常備薬の使用期限を点検し補充をしておく。

● 簡易トイレや代替になるものを用意しておく。（新聞紙、ポリ袋など）

● 定期的に使用確認などをしておく。（カセットコンロ、ガスボンベ、懐中電灯、
乾電池、ラジオ、予備バッテリー）

● 家族構成はそれぞれ違うので、各家庭の状況にあった準備をする。

日常備蓄

地
震
の
場
合

水
害
の
場
合

東京備蓄
ナビ

「日常備蓄」で
災害に備えよう
パンフレット
（東京都発行） （東京都）

災害に
備えよう ▶▶

チェック
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Q. 運転士になるまでのご経験や、運転士の業
務について教えてください。

　入社後、最初に配属された浅草駅で駅員とし

てお客様のご案内をしていました。下町情緒あふ

れる浅草駅は気さくな人が多かったです。外国人

観光客も多く、英語での接客もありました。車掌

としては、電車の後ろに乗り、車内放送などをし

ていました。その時、気を付けていたのは一方的

にならないこと。どうしたらわかりやすいか、お

客様の求めているものは何かと考えていました。

　その後、免許資格を取得して運転士に。初め

て運転した時は「こんなにも大きい物を動かして

いる！」とドキドキしました。電車を降りるたくさ

んの人を見るとやりがいや重要さを実感します。

運転士になってからは、何があっても対応できる

よう落ち着いて、常に考えながら運転していま

す。天候、区間によって気を付けることや、車両

の特性があるので、その時、その車両に合わせ

て、運転をする必要があるんです。お客様が駅に

着いた後のことにも気を配りながら、時間通りに

たくさんの人を乗せて走る、重みを感じながら

東武鉄道では、育児・
看護をする社員がそれ
ぞれの働き方を選べる
施策や、さらなる女性活
躍推進に向けた行動計
画の策定、高齢者・障
害者の雇用など、だれも
がいきいきと働ける環境
整備に努めています。

東武鉄道株式会社
運転士

大塚 帆夏 さん
Honoka Otsuka

大学卒業後、2015（平成27）年に入
社。東武スカイツリーラインの浅草
駅で駅員として勤務の後、車掌の経
験を積む。鉄道運転士養成所で訓
練や試験を受け、免許資格を取得。
現在、鉄道運転士として活躍中。

Profile

おおつか ほの か

な
り
た
い
自
分
、

な
り
た
い
未
来

す
み
だ
の

「
お
仕
事
探
訪
」 Vol.06

お仕事コンシェルジュ

鉄道運転士になるには運転免許資格が必要です。鉄道
会社の養成所での教育訓練、身体・適性検査や学科試
験合格後、実際に乗車業務をする中で、指導運転士に運
転技能の指導を受け、技能試験合格後独り立ちします。

到着することや、乗り心地にも気を付けていま

す。運転士は直接お客様と接することは少ない

ですが、お客様の気持ちを考えて行動する、駅

員や車掌の経験が活きていると感じます。

Q. 職場環境について教えてください。

　男性が多い職場ですが、昔よりも女性

が増えてきており、周りにも女性社員がい

ます。女性ならではの悩みや、泊まり勤務での苦

労を相談できるのでありがたいです。現在、結婚

し、夫と家事分担をしながら働いています。周り

には子育てをしながら働く方もいて、その方から

仕事との両立の大変さも聞いています。会社や周

りの理解とサポートがあるので、今後、もし子ど

もを授かっても働き続けたいと思っています。こ

れからは、駅員、車掌、運転士という３つの業務

を経験したからこそ見える視点で、女性がもっと

働きやすくなる制度やサポートを考えていきたい

と思っています。それが、性別に関係なくみんな

が働きやすくなることにもつながるはずです。
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田村先生 嶋田先生中嶋校長先生

ここ数年、コロナのこともあり大
変でしたが、「縁」の大切さを強く
実感しました。ひとりでは無理で
も、人と一緒ならできる。昔
のご縁に助けられたり支
えられたり。今日を大切
にしておけば、それがい
ずれ縁となって将来に
つながるのだ
と思います。

優しい気持ちで接すると、相手も優
しい気持ちになりますよね。子ども
たちに接する時はもちろん、どんな
時も一旦深呼吸して、「優しく、
笑顔で」と心がけるようにし
ています。クラス全体が明
るくなる秘訣です！

いろいろな人に出会って影響を受
け、その中で今の自分がいます。教
師という職業は、毎年、多くの子ども
たちに出会える仕事。人との出
会いこそが魅力であり、楽し
くてたまらない。この仕事
が大好きな理由です。

［応募について］
● メールの件名を、必ず「すずかけ漢字投稿」としてください。　
● 写真データは2メガバイト以内のJPEG形式でお願いいたします。
● お一人様何枚でも応募可能です。
● 応募1回につき添付する画像は1枚とします。
● 郵送による投稿の受付は行っておりません。
● 随時募集しています！

［応募先メールアドレス］
suzukake@city.sumida.lg.jp

［注意事項］
個人情報の取り扱いなど、詳細は右記二次元コードより
区ホームページ「今日の一文字」募集ページをご覧下さい。

老若男女、誰もが自分らしく、ハッピーでありたいですよね。

男女共同参画社会を目指し、みんながハッピーであるために、

あなたが日 の々暮らしの中で感じた思いを「今日の一文字」に例えて教えてください。

［応募写真のテーマ］
手書きで紙に書いた、「今日の一文字」の写真
（1年以内に撮影したもの）
※墨田区在住、在勤、在学の方。
※罫線のない、無地の紙にお書きください。
※スマホ等で撮影した写真も可。

［応募方法］
作品の応募は電子投稿（Ｅメール）のみとします。以下の内容を記載
し、Ｅメールで応募してください。
１） 応募者（撮影者）の名前（フルネーム、本名）
２） ペンネーム（掲載する際に使用）
 ※記載の無い場合は本名を掲載します。
３） 一文字にのせた思いやエピソード、コメント等（50文字以内）
４） 連絡先（住所、電話番号）

「今日の一文字」を募集しています

その他詳細は
以下のページを
ご覧下さい

国の有形文化財に登録されている歴史深い校舎に、子どもたちの声が響く言問小学校。
そこで働く先生方に今日の一文字を教えていただきました。

墨田区立言問小学校に行ってきました！

まゆまゆ さん
自分を取り巻くすべての方
へ。日々感謝の思いで。

ゆり さん
いつも心の笑顔を忘れずに過
ごしたいと思います。

さえこ さん
すみだ布の絵本の会で絵本を
作成しています。喜んでいた
だいていることが継続的活動
の力になっています。

サボン さん
広い空、広い野原、あこがれが
一文字になりました。解き放た
れた自由な気持ちが望みです。
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各 種
ご 相

談
各 種

ご 相
談すみだ

女性セ
ンター

すみだ
女性セ

ンター

相談日時

毎月第４木曜日　午後３時から午後７時まで
（祝日を除く）

　すみだ女性センターでは、自分の性や性的
指向に伴う相談をはじめ、多様な性に関するさ
まざまな相談に応じるため、2023（令和５）年
７月から「すみだにじいろ相談」を始めました。
ご本人はもちろん、家族、友人、会社の同僚、
学校の先生など、どなたでも相談できます。秘
密は厳守します。匿名でも大丈夫です。ひとり
で悩まず、ぜひ「すみだにじいろ相談」にご相
談ください。

※ ご予約は不要です。直接お電話ください。相談時間は
30分間です。相談中はお待たせする場合があります。
恐れ入りますが、しばらくしてからお掛け直しください。

電話番号

（直接相談員が対応します。）

03-5637-8680

お問い合わせ先

すみだ女性センター 03-5608-1771
※ ご予約は、月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
 午前８時３０分から午後５時まで

女性限定
原則 区内在住・在勤・在学

対象

面接あるいは電話相談で、予約制です。
面接方法

相談日時

曜日 （祝日・年末年始を除く）

月曜日～水曜日、金曜日
第２、第４土曜日　
第１、第３木曜日

時間

午前１０時～午後４時まで
午前１０時～午後４時まで
午後３時～午後８時まで

　自分自身の生き方、夫・子どもや家族との関
係、夫・恋人（元夫、元恋人も含む）からのあら
ゆる暴力、性被害、セクハラなど…。カウンセラー
がお聞きして、気持ちの整理や解決の糸口を探
すお手伝いをします。ひとりで悩まずにどうぞお
話しください。秘密厳守、相談料は無料です。

まずは予約のお電話を 03-5608-1771

　すみだ女性センターは、「墨田区女性と男性及び多様な性の共同参画基本条例」を受け、多様な性
を前提とした男女共同参画社会を実現するため、施設の名称を「すみだ共生社会推進センター」に
2024（令和６）年４月から変更し、幅広く啓発事業を行っていく予定です。
　また、名称変更にあわせ新たに愛称名を募集することとしました。現在の愛称は「すずかけ」で、広
報誌等に使用されています。
　今後の募集方法や愛称名発表につきましては、区報やすみだ女性センターホームページをご覧く
ださい。

募集期間募集期間
令和５年９月１１日（月）から
９月２４日（日）まで

募集方法募集方法
直接投票及び

電子申請（ＬｏＧｏフォーム）

お問い合わせ先お問い合わせ先
すみだ女性センター

03-5608-1771
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大石　あつ子
国松　てるみ
小西　純也

坂根　慶子
志波　洋子
杉山　敦志

髙林　マリ子
武市　海里
眞能　貴代
（五十音順）

委員長

委員長
職務代理者

内田　淳

西澤　直子

委員

編集委員からひとこと
　「今、災害が起きたらどう行動すれば良いか」「災
害後、どのように生活できるか」を想像したことは
ありますか？私は初めての「すずかけ」の編集をす
る中で、防災について知らないことが多いと感じ、
調べ今できることを実践してみました。その中で大
切だと思ったことは、災害が起こる前に災害を知り、

備えておくことです。特集記事では、災害に対する
よくある思い違いをクイズ形式でまとめ、楽しく知
識が身につくように工夫してみました。今号を読ん
だことをきっかけに、今から備えようという気持ちに
なっていただけるとうれしいです。

（浅井）

すずかけ編集委員会「特集」P4～ P7、「こんにちは すみださん」P12担当
浅井、川嶋、髙林、横山（五十音順）

概ね講座実施１か月前に
すみだ区報に募集掲載し
ます。都合により講座を開
催しない場合があります。
ご了承ください。

※ 詳しくは区ホームページよりご確認ください。

● すずかけキッズコンサート（共催）８月３０日（水）

１０月２０日（金）、２７日（金）
１１月２日（木） ● 子育てママ講座（全３回）保育付

１１月予定 ● すみだパパスクール（全３回）保育付

● 女性しごと応援キャラバンinすみだ（共催）１１月１６日（木）

● すずかけひろば９月２３日（土）

京成押上線・都営浅草線・
東京メトロ半蔵門線
「押上駅」下車Ａ３出口徒歩5分
東武スカイツリーライン
「とうきょうスカイツリー駅」下車
徒歩７分

都バス（錦40）
南千住駅東口―錦糸町駅前
「向島三丁目」バス停前徒歩１分 押上駅

とうきょうスカイツリー駅
東武スカイツリーライン

至浅草

至本所吾妻橋

東京
スカイツリー

東
京
メ
ト
ロ

　
　半
蔵
門
線

すみだ女性
センター
～すずかけ～

至曳舟

至青砥京成押上線

曳舟川通り

小梅通り

都営浅草線

■

■

「押上駅」
A3出口

すみだ福祉
保健センター

バス停

［月曜日～土曜日］
午前9時～午後9時
［日曜日・祝日］
午前9時～午後5時

TEL:03-5608-1771
FAX:03-5608-1770

〒131-0045
東京都墨田区押上二丁目12番7-111号

すみだ女性センター ～すずかけ～墨田区男女共同参画推進拠点施設

バスの場合電車の場合

開館時間 アクセス
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女
性
の
防
災
士

　
　
と
し
て
活
躍
す
る

　
防
災
士
と
い
う
資
格
が
あ
る

の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
向
島
に
住
む
西
村
紀
子
さ
ん

は
本
所
消
防
団
第
８
分
団
に
所

属
す
る
消
防
団
の
一
員
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
か

た
わ
ら
、
５
年
ほ
ど
前
に
墨
田

区
が
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
掲
げ
た

防
災
士
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
町

会
よ
り
推
薦
を
受
け
受
講
し
、

防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
資
格
取
得
に
向
け
て
、
講

義
で
は
経
験
者
や
大
学
教
授
の

話
を
聞
く
他
、
分
厚
い
教
本
で

の
学
習
も
あ
り
、
試
験
で
は
な

じ
み
の
な
い
問
題
も
出
題
さ
れ

結
構
難
し
か
っ
た
と
振
り
返
り

ま
す
。

　
防
災
士
の
方
は
普
段
は
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
等
を
し
て
い
ま
す

が
、
災
害
が
発
生
し
た
時
は
私

た
ち
の
防
災
拠
点
と
な
る
避
難

所
な
ど
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
、

防
災
拠
点
が
上
手
く
機
能
す
る

よ
う
話
し
合
う
な
ど
、
普
段
か

ら
準
備
を
強
く
意
識
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
総
合
防
災
訓
練
や

町
会
の
防
災
訓
練
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
防
災
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
）を
参
加
者
と
体
験
し
た
り
、

水
害
時
と
震
災
時
の
避
難
所
開

設
の
違
い
や
避
難
行
動
の
順
序

な
ど
、
災
害
時
の
身
近
な
話
を

町
会
の
人
達
に
直
接
話
す
よ
う

に
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
西
村
さ
ん
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

し
て
い
た
の
で
地
域
と
の
つ
な

が
り
は
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
そ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
防
災
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。「
備
え
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
大
事
だ
け
れ
ど
、
人
と
人

は
つ
な
が
る
こ
と
が
一
番
大
事

で
す
。
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
れ
ば

お
互
い
に
助
け
合
え
ま
す
。
私

は
人
と
人
と
の
つ
な
ぎ
役
と
思

い
な
が
ら
消
防
団
も
防
災
士
も

や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
墨
田
区
は
新
し
く
越
し
て
く

る
人
も
多
く
、
人
口
が
増
え
小

学
校
の
ク
ラ
ス
も
増
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
若
い
人
や
新
し
い

人
に
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
集

ま
り
に
ど
ん
ど
ん
顔
を
出
し
知

り
合
い
を
増
や
す
よ
う
に
と
声

掛
け
も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学

生
に
か
け
て
は
も
う
地
域
防
災

活
動
の
担
い
手
に
な
っ
て
く
れ

る
の
で
、
子
ど
も
達
か
ら
防
災

の
知
識
を
高
め
て
い
き
、一
緒

に
防
災
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
、
そ
の
中
か
ら
消
防
団
、
防

災
士
へ
と
続
き
、
地
域
防
災
に

加
わ
っ
て
い
く
人
が
増
え
て
い

け
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
最
後
に
西
村
さ
ん
に
改
め
て

防
災
士
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防
災
士
と
は
、
と
質
問
し
て
み

ま
し
た
。「
防
災
の
知
識
や
訓
練

を
通
し
て
人
と
人
、
地
域
と
地

域
を
つ
な
げ
る
役
目
を
持
つ
人
。

人
と
人
が
出
会
っ
て
い
く
中
で

学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
つ
な
が
り
が
一
番
大
事
、
そ

れ
が
防
災
力
だ
と
思
い
ま
す
」

と
答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
自
助
・
共
助
・
協
働
を
兼
ね

備
え
た
頼
も
し
い
防
災
士
が
、

い
つ
も
私
た
ち
区
民
に
寄
り

添
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

（
髙
林
）

こんにちは
すみださん

西
村 
紀
子

の
り

に
し
む
ら

さ
ん

こ
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